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要旨 

 文部科学省は、早期大学合格から 4 月の大学入学までの間、学習者の学習習慣や学習意

欲を維持するために、入学前教育を重視している。しかし、大学ごとの入学前教育の提供は、

開発コストやスタッフの労働時間の問題から困難を抱えている。 

本稿では、Moodle学習管理システム（LMS）を用いて作成した 2つのオンライン入学前

教育コース（英語コースと日本語コース）における基本的な機能について概説し、その特徴

について述べる。このコースにおける活用の利点はいくつもあるが、最大の利点は自動採点

システムが多数の学習者に対する実施を可能にし、なおかつスタッフの関与を大幅に減ら

したことである。また、Moodle LMS はスマートフォンのような身近なデバイスの活用を

容易にすることにより入学前コースへの学習者の参加を促進し、さまざまな学習活動の作

成を可能にするだけでなく、入学前に教師と学習者および学習者間の連帯感形成に役立つ。 

 

キーワード：入学前教育、自主学習、オンライン教育、学習管理システム (LMS) 

 

Abstract 

The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) 

emphasizes the importance of pre-entrance education to maintain students' study habits 

and motivation during the period between early university acceptance and university 

enrollment in April. However, many universities face difficulty providing such pre-

enrollment education due to development costs and the staff labor time required to 

implement it.  

This paper outlines the basic functionality and features of two online pre-

enrollment courses created using the Moodle Learning Management System (LMS): an 

English course and a Japanese national language course. There are a number of 

advantages to using the Moodle LMS for these courses, but the greatest advantage is 

that the automated grading system allows implementation for a large number of learners, 

while significantly reducing staff involvement. The Moodle LMS also facilitates learner 

participation in pre-enrollment courses by enabling the use of familiar devices such as 

smartphones, by allowing the creation of a variety of learning activities, and by building 

solidarity between teachers and students and among students prior to enrollment. 

 

Keywords: pre-enrollment education, self-directed learning, online education, learning 

management system (LMS) 
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１．はじめに 

「2023年度国公私立大学入学者選抜状況」（文部科学省、2023年）によると、12月まで

に 4年制大学に合格した人数の割合は、学校推薦型選抜 35.9％、総合型選抜 14.8％に及び、

全体の 50.7％を占めている。短期大学では、85.7％が 12月までに同様の選抜方法で入学し

ている（学校推薦型選抜 53.3％、総合型選抜 32.4％）。このため、文部科学省は、早期合格

から 4 月の大学入学までの間、学習習慣や学習意欲を維持するための入学前教育を重視し

ている（注 1）。また一方で、大学教育への円滑な移行を考える上では、高校教育と大学教育

の違いも認識すべきである。大塚ら（2019）は、入学前教育のさらなる目標として、入学生

に主体的な学びを求め、自らを律する意識を醸成することが必要であると主張している。す

なわち、「主体的な学び」が重視されるようになってきたとはいえ、定期試験に備え受動的

に知識を吸収する傾向が強い高校教育と比べると、大学教育では自分自身を振り返り、自分

が大学生としてどのような状況にあるかを常に自己評価する習慣を身につけることがはる

かに求められるのである。 

本論文の目的は、Moodle学習管理システム（LMS）を用いて作成された、大学入学を控

えた高校生を対象とした 2 つのオンライン入学前コース（英語コースと日本語コース）に

おける基本的な特徴を概説することである。この 2つのオンラインコースの重要な特徴は、

ほとんどの採点が自動的に行われることで、多数の学習者に実施する際にスタッフの関与

を減らすことができる。さらに、これらのコースは達成可能で魅力的な学習課題から構成さ

れており、学習者のやる気を引き出し、自己学習ができるように設計されている。つまり、

学習者が常に自身の学習状況や達成度を意識しながら、主体的により上のレベルを目指し

た学習が可能となる。 

 

２．コンテンツ制作 著作権への配慮 

日本の著作権法第 35条は、非営利目的で設立された教育機関における教育上の利用に限

り、原則として著作物の自由な利用を認めている。その上、教育の ICT化を推進するため、

2018 年に第 35 条が改正され、あらゆる形態のオンライン授業において、ライセンスなし

で著作物を利用できるようになった（大学学習資源コンソーシアム、2023年）。 

さらに、本学では著作権者の利益を不当に害することのないように、現在も印刷されてい

る可能性が低い 15年以上前に出版された著作物を中心に利用することを方針とした。また、

利用される著作物の出典は、利用されるオンライン活動において明示される。 

 

３．コース開始 

受講生はメールアドレスを大学事務局に提供する。これらの受講生には、識別可能なユー

ザー名と初期パスワードが割り当てられ、提供された電子メールで送信される。学習者は、

大学のMoodle学習管理システム(LMS)に最初にログインする際に、パスワードの変更を求

められる。 
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ログイン後、学習者はMoodleダッシュボードホームページ内のコースリンクをクリック

する。コースページの上部に、特定のコースに合格するためにはコース合計 80%が必要で

あることが通知される (図 1 参照)。各コースページの上部には、Moodle モバイルアプリ

をダウンロードするためのリンクも表示される。 

このリンクから学習者はMoodle.orgページに移動し、信頼できるアプリサイトからアプ

リをダウンロードすることができる。このアプリは iOS iPhone、iPad、または Androidモ

バイルデバイスで使用可能である。各コースページの上部には QRコードがあり、モバイル

アプリユーザーは簡単に QRコードをスキャンし、アプリ内の大学Moodleサイトログイン

ページに移動することができる。 

         

       

           図 1．コースページのトップ 

 

４．ユーザーマニュアル  

各オンラインコースページの上部には、ダウンロード可能なユーザーマニュアルへのリ

ンクも用意されている（図 2-1 参照）。学習者はコース開始前にこの PDF ドキュメントを

参照することが推奨される。このマニュアルの内容はすべて日本語で書かれており、インタ

ーフェイスの言語オプションの変更方法、コースのナビゲート方法、クイズ活動の受講方法、

成績の確認方法、コンピテンシーおよびコース進捗状況の確認方法、学習活動の完了状況の

確認方法、コース教師へのメッセージ送信方法が含まれている (図 2-2 参照)。 

 

図 2-1.  コースマニュアルのリンク       図 2-2.  マニュアルのコンテンツページ 
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５．コース構成 

英語と日本語どちらのオンラインコースも構成はほぼ同様である（図 3参照）。両コース

とも、最初の知識チェックから始まり、学習ユニットに分かれたオンライン活動が続く。各

コースの最後には、総括的な評価テストがある。両コースを修了するのに必要な総時間は

387 分から 575 分で、この数字が大きいほど解答に要する学習者の所要時間が長いことを

示し、解答のスピードが一目瞭然となる。 

 

    

           図 3. オンラインコースの全体設計 

 

６．英語コース 

英語コースは 32問の文法チェッククイズから始まる。クイズの制限時間は 20分で、1回

のみ受験できる（図 4参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

       図 4. 英語コースでの文法チェック 

 

その後、学習者はユニットの活動に進む。各ユニットのクイズに制限時間はないが、各小

テストを完了するのに必要なおおよその時間は学習者に指定される (図 5 参照)。 

各小テストは回数無制限で受験することができ、最高得点が Moodle の評定ブックに記

録される。各クイズの合格点は難易度により異なる。また、学習者はこれらのユニット活動
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を好きな順番で受講することができる。 

 

                                

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図 5. オンライン英会話のユニット活動メニュー 

 

英語コースの 2 つのユニットのすべてのアクティビティを終えた学習者は、最終テスト

を受けることになる。最終テストでは、コースで学習した文法や語彙の知識を問う 29問と

リスニング力を問う音声問題 5 問、計 34 問が出題される。制限時間は 30 分で、このテス

トの受験は 1 回のみである。このテストの合格目標スコアは 60%に設定されている（図 6

参照）。 

      

 

 

 

 

 

          図 6. オンライン英語コースの最終テスト 

 

７．日本語コース 

日本語コースは、英語コースと同様の構成になっている。学習者はまず知識チェックを受

け、教師と学習者の双方が、学習者の現在の知識や能力を知ることができる（図 7 参照）。 

日本語コースの学習は 1 ユニットのみである。学習課題は、難読漢字の読み書きの復習と

指導、四字熟語、日本語の対義語・類義語、日本語の接続詞、日本語の敬語の正しい使い方
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など、日本語の語句の正しい使い方を身につけるようにデザインされている。日本語コース

の最終テストでは、コースで学習した内容に直接関連する問題が出題される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図 7. 日本語コースの活動内容 

 

８．両コースに共通する学習の動機付けと学習効果を高める工夫 

８–１ コースナビゲーション 

上の図 7 のように、コース活動のメニューには簡単にアクセスできるようにリンクが表

示されている。各コースアクティビティへのリンクもこれらのメニューの下に表示され、コ

ースのウェブページをスクロールすると表示される設計となっている。 

学習者が現在学習している活動上でも、そのユニットの前または次の活動へのリンクは

アクティビティウェブページの下部に表示される (図 8参照)。コースWebページに戻る場

合、学習者は常にMoodleコースWebページの上部にあるパンくずメニュー（breadcrumb 

menu）のコースリンクをクリックすればよい。中央の「ジャンプ先」メニューも提供され、

学習者はコース内のすべての活動に素早くアクセスすることができる。 
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         図 8.  学習活動のナビゲート 

 

８–２ 進捗トラッキング 

学習者がコースのホームページで学習の進捗状況を視覚的に追跡できるように、学習活

動が正常に完了すると画像が表示されるように特別に設定されている。活動完了を示す緑

色のチェックマークも、活動の右側のボックスに表示される (図 9参照)。 

 

       

        図 9. 学習の進捗を確認するための画像とチェックマーク 

 

学習者が学習の進捗状況を確認する方法は他にもいくつかある。各コースに関連したプ

ログレスバーは Moodle ダッシュボード（メインホームページ）に表示される (図 10-1 参

照)。 

特定のコースに入ると、学習者はナビゲーションメニューの「コンピテンシー」リンクを

クリックすることができる。コンピテンシーページのプログレスバーは、受講者がすでに達

成したコンピテンシーの数を示す。学習者はこのページを下にスクロールすることで、達成

したコンピテンシーを確認することが可能となる。コンピテンシーページの活動リンクを

クリックすると、学習者は直接その学習活動に移動できる（図 10-2 参照）。 
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図 10-1. ダッシュボードのホームページ      図 10-2. 「コンピテンシー」ページ 

 

８–３ モチベーションと参加意欲の向上 

Moodleバッジは、学習者の進歩や頑張りを表彰するモチベーションとエンゲージメント

のツールとして使用される。これらのバッジは学習者の肯定的なフィードバックの欲求を

満たすために、自己決定理論 (Ryan & Deci, 2000)の内発的動機付け向上の観点からオンラ

イン入学前教育コースで使用される。学習者が獲得したバッジはコースページのバッジブ

ロックに表示される。バッジは基本的に 1 つの活動完了に対して与えられるが、複数のア

クティビティを完了した場合に授与されることもある (図 11参照)。 

 

   

      図 11. 学習者のモチベーションを高めるためのバッジの活用 

 

８–４ インタラクティブ性およびフィードバック 

Moodleに組み込まれた問題形式を使用することで、コースの小テスト活動にインタラク

ティブ性とフィードバックを組み込むことができる。「遅延フィードバック」問題形式は標

準的な問題形式で、評定される前、またはフィードバックを得る前に、学習者はそれぞれの

問題に対する答えを入力し、小テスト全体を提出する必要がある。最初の知識テストおよび

最終テストでは「遅延フィードバック」問題動作が使用される。 

すべての問題の解答が提出された後、「遅延フィードバック」が与えられる。しかし、ヒ

ントやメディアファイルを提供することで、フィードバックのレベルを上げることができ

る。例えば、「Listening for Details」学習活動では、遅延フィードバックには音声スクリプ

トが含まれ、学習者が次に行なう同じ小テストでその問題に正しく答えることができるよ

うに、話し言葉やフレーズを強調する赤いフォントが含まれている（図 12参照）。元の音声
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もフィードバックに含まれており、学習者が再度聞きたいときに聞くことができる。各問題

の正解はこのフィードバックには含まれておらず、これをガイダンスとして利用すること

により学習者は何度でもこのクイズを再受験することが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 12. 小テスト活動における遅延フィードバック問題形式  

 

複数受験インタラクティブフィードバック問題形式では同じ問題を複数回受験すること

ができる (評点ペナルティ付き)。学習者は問題に答え、「チェック」ボタンをクリックし、

答えが間違っている場合、「再挑戦」ボタンをクリックして新しい答えを試すことができる。

例えば、下の日本語の漢字を書く学習活動では、各問題で学習者は正しい漢字を正しい文の

場所にドラッグ＆ドロップしなければならない。このようなクイズが 45問ある。 

学習者は各問題に答え、「チェック」ボタンをクリックする（図 13-1参照）。しかし、答

えが間違っていた場合、学習者は「Try again」ボタンをクリックして新しい答えを試すこ

とができる（図 13-2参照）。間違った答えはクリアされ、正解だけが残る (図 13-3 参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13-1. 漢字のドラッグアンドドロップ活動   図 13-2. 学習者は再挑戦できる 
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   図 13-3.  誤答は消去され、正解が残る 

 

複数回の受験が可能なインタラクティブ問題を使用する利点の 1 つは、学習者が受験す

るたびに特定のフィードバックを与えることができることである。例えば、図 14-1に示す

日本語の対義語学習活動では、学習者は与えられた日本語の単語の対義語を書く必要があ

る。その際、学習者が書く対義語には 2つの日本語文字が含まれていなければならない。 

答えが間違っていた場合、学習者には答えの最初の漢字が示される（図 14-2参照）。 学

習者が再挑戦しても答えが間違っていた場合、答えの 2 番目の漢字が表示される（図 14-3

参照）。学習者は各問題に 3回挑戦することができる。ただし、不正解のたびに減点される

ことになる。 

 

 

図 14-1. 対義語を書く              図 14-2. 最初の文字が示される 

    

          

           図 14-3. 2番目の文字を示す 
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８–５ ドラッグ＆ドロップ学習活動 

ドラッグ＆ドロップの学習活動は、楽しくインタラクティブに学習者の興味を引くこと

ができるため、両コースで多用されている。例えば、下の 2つの画像にある詳細を聞く学習

活動では、学習者は複数の人が車について話している 2 分半の音声を聞く。学習者は音声

で説明されている順番に、各写真の赤い X マークに正しい番号をドラッグ＆ドロップする

図 15-1 参照）。ただし、クイズを実行するために必要な操作は、モバイルアプリとコンピ

ュータデバイスで異なる場合がある。例えば、モバイルアプリではドラッグ＆ドロップの代

わりに、学習者はまずタップしてタイルを選択し、次にタップして所定の位置にドロップす

る必要があるということである（図 15-2参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15-1. コンピュータ上での動作         図 15-2. モバイルアプリでの動作 

 

８–６ 用語集ベースの語彙リンク 

複数段落の英文読解テキストには、用語集ベースの語彙リンクが埋め込まれている。学習

者はこれらの用語集ベースの語彙リンクをクリックすることで、英単語やフレーズの日本

語の意味を知ることができる（図 16参照）。 

図 16の多段落クイズでは、学習者はドロップダウンメニューの中から選択肢を選ぶ。す

べての選択が終わると、学習者はチェックボタンをクリックし、この段階で正しい解答が表

示されフィードバックされる。学習者が「再試行」ボタンを選択した場合、誤答はクリアさ

れ、正解が残る。このため学習者は採点のために最終解答を提出する前に、1度だけ解答を

やり直すことができる。 

クイズを提出した後、学習者には特定のクイズ活動の評点によって異なる一般的なフィ

ードバックが表示される。学習者は設定された合格点に達するまで、何度でもこの小テスト

を受けることができ、最高得点はMoodle評定表に記録される。 
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図 16. 用語集に基づく語彙リンクのある複数段落のリーディング 

 

８–７ 無制限のトライと達成可能なゴール 

ほとんどのオンライン学習活動では、間違いを恐れることなく、スキルを習得するまで何

度失敗しても再挑戦することを奨励するために、無制限のトライと最高トライスコアが使

用されている（図 17参照）。 

目標設定理論（Locke & Latham, 2006）に合致するように、能力不足のために達成を不

可能にすることなく、学習者一人ひとりにあった難易度の目標が提供される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17. 成功するまで何度も挑戦可能 

 

９．英語コースにおける学習の動機付けと学習効果を高める工夫 

９–１ 順序付けタイプの学習活動  

出来事や手順を論理的な順序で並べる能力は、文章に書かれた出来事の順序を特定する

場合でも、数学の問題を解く手順を特定する場合でも、教科・分野の枠を超えて非常に大切

なものである。 

H5P（注２）インタラクティブコンテンツタイプの問題は、英語コースの順序クイズの学習
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活動において使用されている（図 18 参照）。学習者は 6 つの順序に分かれたストーリーを

論理的に時系列に並べ替える必要がある。フィードバックは文の総数のうち、正しく配列さ

れた文の数について与えられるため、学習者は 100%の合格点を獲得するまで、何度でもこ

の問題に対する答えを提出することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18. 順番クイズの学習活動： 短編小説の並び替え 

 

９–２ 適応学習 

英文法の学習はMoodleのレッスン学習活動として行われる。ユニット 1の文法の学習目

標は接続詞と前置詞であり、ユニット 2の学習目標は代名詞である。Moodleのレッスン学

習活動では、教師が「分岐」構造を作成することができる。これにより、学習者はコンテン

ツを提示され、その解答に応じて追加の説明テキストまたはマルチメディアを含む特定の

ウェブページに誘導されることになる（図 19参照）。 

このレッスン活動は「適応学習」を可能にする。つまり、 学習者が問題ページで間違っ

た答えをすると、ターゲット文法に関する詳細情報を含むウェブページに誘導される一方

で、学習者が正解した場合はより短いフィードバックが表示され、レッスン活動をより早く

進めることができる。 

文の総数のうち、正しく配列された文の数につい

てフィードバックが与えられる。 
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図 19．適応学習を取り入れたMoodle文法レッスン  

 

Moodle のレッスン活動の最後に行われる「復習テスト」（図 20-1 参照）を受ける前に、

学習者に目標とする文法の復習が提示される。このテストでは、9つの多肢選択問題からラ

ンダムに出題される。学習者がこのレッスンアクティビティを再受講するたびに、これらの

復習テスト問題は異なるランダムな順番で提示される。 

各レッスン活動の最後には、さらなる文法練習活動へのリンクが用意されている（図 20-

2 参照）。ただし、これらのさらなる練習活動はオプションであり、これらの学習活動のス

コアはコース全体の評点には入らない。 

 

    図 20-1．文法の復習ノート        図 20-2．オプションの練習活動 

 

９–３ ビデオベースのアクティビティ 

英語を話す学習活動では、ビデオを使ったクイズが出題される。1つのビデオが 4つのパ

ートに分かれており、学習者はビデオの各パートに関連した質問に答えていく。ユニット 1

のスピーキングは過去形の動詞の復習が中心であり、ユニット 2 ではクラスルーム・イン

グリッシュと呼ばれるあいさつや指示、質問、激励などの学習が中心である。 

各スピーキング・アクティビティは、さまざまな記述問題が埋め込まれた文章で構成され

る（図 21-1 参照）。学習者が不正解の赤い十字のアイコンにカーソルを合わせると、その
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問題の答えが表示され、フィードバックが与えられる（図 21-2 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 21-1．記述問題              図 21-2．フィードバックの表示 

 

９–４ ディスカッション・ボード・フォーラム 

英語コースでは、ライティングはディスカッション・ボード・フォーラム活動として行わ

れる。学習者がこのフォーラムに提出できるのは 1 回のみである。これは入学前コースの

中で唯一、教員による手動採点が必要な活動となる。裏を返すと、2つのコースの他の学習

活動はすべて自動的である。ユニット 1 の作文トピックは「自己紹介」で、ユニット 2 は

学習者の好きな「休暇の思い出」である。 

ディスカッションボードは、オンラインコースにおける学習者の社会的存在感やコミュ

ニティ意識を高めるために使用される。つまり、教師が個性をもった一人の人間として接し、

学習者と教員および学習者同士での感情的なつながりを育むことができる。また、そのこと

は結果として学習者の学習意欲をより向上させ、コースに対する満足感を高めることがで

きると期待されている（Swan, 2002）。 

学習者は、ライティングのトピックに関する特定の質問に答えることが求められる。これ

らの質問には番号が振られており、ディスカッションフォーラムの学習活動ページに表示

される。また、ライティングモデルもフォーラムのアクティビティページに表示され、学習

者は熟達したライティングやアイデアを文章としてまとめる方法を事前に確認することが

できる（図 22-1参照）。 

そして、教員によって受講者が提出したテキストに修正が加えられる。このフィードバッ

クは、受講者が恥をかかないように、プライベートな返信で行い、訂正箇所は太字で表示さ

れる(図 22-2 を参照)。公開フィードバックも教員によって行われ、通常は学習者の文章に

含まれる情報についてのコメントとなる。この公開フィードバックはコースの他の学習者

全員が見ることができるため、学習者にとって刺激となり連帯感が育まれることになる。 
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図 22-1. ライティングモデルを提供         図 22-2. 添削は私的な返信として 

 

ルーブリックは学習者のライティングを採点し、さらにフィードバックを提供するため

に使用される（図 23参照）。ルーブリックは、自己評価と自己学習を可能にし、手動採点を

より正確で偏りのない、一貫性のあるものにする（De Silva, 2014）。 

 

       

図 23. 学習者のライティングを採点するためのルーブリック 

 

１０．成績の表示 

評点は「ユーザーレポートページ」または「概要レポートページ」として学習者に報告さ

れる。ユーザーレポートページにはコース内の各評価 (評点項目) の評点の内訳が表示され、

学習者は各評定項目の計算された加重を見ることができる。ユーザーレポートページには

これらの評点の根拠となる学習活動へのクリック可能なリンクが含まれる (図 24-1 参照)。

コース全体の評点 (コース合計と呼ばれる) は概要レポートに表示されるものと同じであ

る。 

教員は Excel スプレッドシートを含む、さまざまなファイル形式で学習者の評点をダウ

ンロードすることができ、また受講者が登録したすべてのコースのコース合計を表示する

「概要レポートページ」を表示することもできる (図 24-2 を参照)。 
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図 24-1. ユーザーレポートページの成績      図 24-2. 概要レポートページの成績 

 

１１．学習者とのコミュニケーション 

学習者とのコミュニケーションは、Eメールおよび Moodle LMS 内のプライベートメッ

セージ機能を通じて行われる。Eメールは学習完了予定日のような、すべての学習者に関連

する情報を送信するために使用され (図 25-1参照)、一方、プライベートメッセージは個々

の学習者に関連する事項を伝えるために使用される (図 25-2参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25-1. 複数の学習者へのメール             図 25-2. プライベートメッセージ 

 

１２．まとめと結論 

Moodle LMSでオンライン入学前コースを作成することには、多くの利点がある。まず、

学習者がコンピュータデバイスまたは Moodle モバイルアプリを介してモバイルデバイス

のいずれかでコースを受講できることである。とくに、高校生にとってはスマートフォンの

モバイルアプリを活用できることは大きい。 

次に、Moodle HTMLエディタを通じて、コースコンテンツにHTMLテーブル、ラベル、
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ハイパーリンク、オーディオ、ビデオおよび画像を追加することで、コースコンテンツを学

習者により視覚的にアピールできるため、学習者を飽きさせず、学習に向かわせることがで

きる。 

また、学習活動間の簡単なナビゲーションに加え、Moodle LMS では学習者はプログレ

スバー、評定レポート、および達成したコンピテンシーを表示するページを通じて、コース

の進捗および達成度を視覚的に確認することができる。さらに、Moodleバッジは、学習者

に肯定的なフィードバックを提供することで、学習者のモチベーションを高め、学習意欲を

高めるために使用することができる。 

さらにMoodle LMSの利点は、Moodleに組み込まれた質問機能を使って、高レベルのイ

ンタラクティブ性とフィードバックをコースのクイズ小テストに組み込むことができるこ

とにある。例えば、与えられたフィードバックの中でヒントやメディアファイルを提供する

ことで、フィードバックを増幅させることが可能となる。また、学習者は同じ問題に何度も

挑戦することができ、それぞれの挑戦には評価、ペナルティ、またはヒントが与えられ、ど

の選択肢が選択されたかに応じて具体的なフィードバックが与えられる。 

以上のように、受講者の入学前コースへの参加を促すために、Moodle LMS ではさまざ

まな学習活動を作成することができる。従来の多肢選択問題や記述式クイズに加え、ドラッ

グアンドドロップ問題、順番を決める問題、ディスカッションボード、適応学習を可能にす

るMoodleレッスン問題も使用することができる。 

学習者が成功するまで何度もこれらの学習活動に挑戦することを奨励するために、無制

限に挑戦し、最高挑戦回数を評定表に記録することもできる。 

最後に、おそらくMoodle LMSを使用したオンライン入学前教育コースを作成する最大

の利点は、ほとんどの採点が自動的に行われることであろう。そして、さまざまな各高等教

育機関のニーズを満たすために、高レベルのカスタマイズが可能であることと思われる。 

紙幅も尽きたため、このコースを受講したことによる具体的な教育効果やその結果の分

析については他日を期すこととしたい。 

 

注 

（注 1) 文部科学省「令和 6年度大学入学者選抜実施要項について（通知）」14 ページ、「『高大接続改

革』に係る質問と回答（FAQ）」3-5-1 などに、「特に 12 月以前に入学手続をとった者に対しては、

積極的に当該措置を講ずることとする」と記される。 

（注 2) H5Pとは 「HTML5Package」の略語。H5Pを使用すると、利用者がただ見るだけではなく、ク

イズに答えたり書き込みをしたり、双方向のコンテンツが作ることができる。また、H5P コンテン

ツはMoodle のコース内にある「コンテンツバンク」というところで作成・保存が可能。 
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